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１．総合評価 

□ 非常に優れた研究であった 

☑ 優れた研究であった 

□ 研究を実施した意義はあった 

□ 失敗であった 

 

２．総合所見 

メソ・局地アンサンブルを活用して顕著現象に対する最適予測シナリオを構築する

ことを目的に多数の地方官署との協働のもと、学術的・業務的に非常に大きな成果を

挙げた。特に、決定論的予測を上回る精度を示す事例の提示や線状降水帯等への適用

の拡大、解析ツールの開発は現業利用を見据えたものであり、学会発表・論文出版な

どでも相応の実績が認められる。また、50名以上の地方官署職員が参画し、人材育成

の観点でも大きな価値があった。 

一方で、実装に向けた関係部署との調整や手法のさらなる高度化が今後の課題とし

て考えられる。 

総じて、本課題は顕著現象予測の精度向上に寄与する優れた研究であり、今後の発

展も大いに期待されることから、（非常に）優れた研究であったと評価する。 

 

 


